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島高だより 
平成 28 年９月号 
（通巻第 126 号） 

長崎県立島原高等学校 
編集：研修広報部 

＊ 9/30（金）～10/5（水）定期考査     
6 日（木）３年生激励会  

  7 日（金）学年登山（３年） 

8 日（土）土曜講座（３年） 

      中地区学習交流会(３年 ～10/10） 

  9 日（日）校内学習会（３年） 

15 日（土）進研記述模試（３年 ～10/16） 

17 日（月）19 時完全下校徹底週間  

 

 

     

 

校長室  

校  長 野 田  定 延 

      青楓祭 が終わりました。新たな伝統の１ページを確かに刻んだ
立派な青楓祭でしたが、特に素晴らしいと思ったことが二つありました。一つは、  

皆さんの笑顔をたくさん見 もう一つは、工夫や改善が随所に見られ島高  
の進化を実感できたことです 皆さんが心を合わせて、青楓祭の成功に向かって一生  
懸命取り組んだ結果だと思います。  

島高体育祭の伝統種目の一つに「これが島高だ！」があります。島高生の一日の
生活を、障害物競争として表現 朝の着替えから登校に始まり、疲れて下校する
までの様子が競技になっています。私が島高に生徒として在籍していた 38 年前にも、同じ
競技が実施 入学当時の私は、中学校までの生活との大きな違いにとまどいを
覚えていました。朝の補習、緊張して気の抜けない授業、夕方ようやく帰宅しても、夜遅く
までたくさんの課題に追われる毎日。その日その日をやっとの思 思い
ます。 生活に慣れた頃、初めての体育祭を迎えました。そこで、この
競技の内容に驚きました。なんとレースの途中、授業で習った問題が出され、正解しなけれ
ば先に進めないのです。「島高では体育祭本番でも勉強をしなければならないのか」と、当
時の私は島高に畏れ（恐れ）をいだいたものでした。  
今年の体育祭で、全く同じ内容の競技が、全く同じ名前で実施 感慨

深いものがありました。この間 世の中は変 高校生の生活 変 学生帽
がなくなり、応援の中腰がなくなる一方で やスマホが普及しています。一見、
昔と今の高校生は全く違うように思 これが島高だ！」を見る限り、島高生の
生活は少しも変 限られた時間をやりくりし、やるべきことに優先順位を
付け、必要なことから黙々と取り組 『これが島高』なのです。世の中は変わっても、
本当に大切なことは変わりません 大切なことをしっかりやり遂げて、平凡な毎日を地道
に積み重ねていくことが大きな価値となり、伝統となります。何十年も続く伝統種目「これ
が島高だ！」は、島高生の変わらぬ真摯な姿勢と日々の努力の象徴だと思いました。  
３年生は早くも AO 入試や推薦入試やセンター試験出願準備がスタートしました。１、２

年生もこれまで以上に勉強と部活動の両立に励まなければなりません。皆さんが、今回の青
楓祭で掴んだものや育んだものをこれからの学校生活に活かし、「これが島高だ！」という
結果を残してくれることを期待します。  

◆生徒感想より  
 

・映像を見て、改めて戦争は恐ろしいものだと思いました。

原爆だけでなく「無差別攻撃」「ホロコースト」といった

言葉がこの世界に生まれてしまったこと自体が間違ってい

るのだと思います。今回の学習で、自分たちにとって「当

たり前」になっている平和がとても貴重なものなのだと再

認識しました。  

・特攻隊の人の手紙には「命を国のために使うことができ

て幸せだ」とありましたが、その家族はどんな気持ちだっ

たのだろう、と心がひどく痛みました。  

・今までの平和学習では、専ら日本側の視点からしか学ん

できませんでしたが、今回の映像でアメリカ人の兵士も、

大戦時に嫌な思いをしていたことが分かりました。戦争は

本当に人を苦しめるだけのものだと強く感じました。  

・最近テレビで、憲法の改正や様々な法案に関する話をた

くさん聞きます。ほんの数十年前にこんな出来事があった

のなら、決して今の自分たちにとっても他人事ではないの

だということがわかりました。  

８月９日（日）、被爆県・長崎県民の一人として、被害に遭われた方々を追悼し、

平和の意味を真摯に考え直すことを目的に、平和学習を実施しました。  

 前半では、第二次世界大戦での市民への無差別爆撃の様子や、原子爆弾で焼け野原

となった広島・長崎の映像を見て、平和の尊さについて考えました。  

 後半は生徒会の代表生徒が「島高平和宣言」を読み上げ、原爆が投下された１１時

２分に、犠牲者の方々を悼み、全員で黙祷を捧げました。  
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19 日（水）芸術鑑賞会（午後） 

22 日（土）土曜講座（３年） 

28 日（金）高大連携講座（１・２年） 

29 日（土）進研記述実力試験（１年） 

     進研記述実力試験

     県下一斉模試（３年 ～10/30） 

  

☆ 乳幼児ふれあい体験（１年）○数字は組

7 日⑤ 12 日⑥ 18 日① 24 日④ 27 日② 31 日③ 

 

■弓 道 部   
第 59 回全九州小浜観光弓道大会 
高校以下 団体  優  勝 

 

女子団体 優  勝 島原高校Ａ  
女子個人 第６位 宇土 美紗 

 
■男子ソフトテニス部 

第３位  小林 良太朗・山外 輝 
 
■囲碁愛好会 

男子個人 優 勝 松本 直太 

これが島高だ！ 
 

◆剣道 
少年男子選手：松﨑 賢士郎 江川 悠仁 岩永 一恵 長谷川倫太郎 松尾 倫太郎 
少年男子監督：荒木 雅義 先生  少年男子コーチ：渡邉 孝士郎 先生 

 
◆レスリング   
少年男子選手：金子 功誠 金子 将大 竹内 裕哉 宮田 大輝 
成年女子選手：永石 美智 先生 
成年男子監督：喜多 龍昭 先生 少年男子コーチ：稲本 康弘 先生  

 
◆バレーボール  
少年女子コーチ：日向 薫 先生 

◆剣道 

：黒川 大樹  鶴浜 貴志  藤野 聖那  松﨑賢士郎  

：藤崎 薫子 竹中 美帆 杉本 唯子 大園 望夏 堤  

少年男女支援コーチ：渡邉  孝経 教頭先生 少年女子コーチ：荒木 雅義 先生 
 
◆レスリング  

：濵本 大徳 喜多 豊和 金子 功誠 金子 将大 大津 拓馬  

◆剣道 

：黒川 大樹  鶴浜 貴志  藤野 聖那  松﨑賢士郎  

：藤崎 薫子 竹中 美帆 杉本 唯子 大園 望夏 堤  

少年男女支援コーチ：渡邉  孝経 教頭先生 少年女子コーチ：荒木 雅義 先生 
 
◆レスリング  

■陸 上 部 

男子 1500ｍ   第１位 近藤 亮太 
男子 5000ｍ   第１位 入江 龍 
女子 400ｍ    第１位 城谷 桜子 
女子 1500ｍ   第１位 城谷 桜子 
女子 1500ｍ   第２位 谷山 邑花 
女子 4x400ｍＲ  第３位 島原高校Ａ

  女子総合    第３位 
  

  女子 800ｍ    第１位 城谷 桜子 
  女子 1500ｍ   第３位 城谷 桜子  

１０月開催競技 期日 会場 

弓道   男・女 10/17～10/18 

テニス  男・女 10/17～10/19 佐世保市総合グラウンドテニスコート 

男・女 10/17～10/19 長崎市総合運動公園かきどまり庭球場 

体操   男・女 10/31～11/1 長崎県立総合体育館メインアリーナ 

１１月開催競技   

レスリング 11/14～11/15 島原翔南高校体育館 

剣道   男・女 11/7～11/8 佐世保市東部スポーツ広場体育館 

１月開催競技   

男・女 1/16～1/18 長崎地区高校体育館、県立総合体育館 

男・女 1/16～1/18 中地区高校体育館、諫早市とどろき体育館 

サッカー 1/16～1/24 
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１月開催競技   

男・女 1/16～1/18 長崎地区高校体育館、県立総合体育館 

男・女 1/16～1/18 中地区高校体育館、諫早市とどろき体育館 

サッカー 1/16～1/24 

１０月開催競技 期日 会場 

ラグビー花園予選 10/29～ 放虎原ラグビー場 他 

10/23～ 大村市古賀島サッカー場 他 

テニス  男・女 10/22～10/24 長崎市総合運動公園かきどまり庭球場 他 

男・女 10/29～10/31 佐世保市総合グラウンド庭球場 

１１月開催競技   

高校駅伝大会 11/2 雲仙・小浜公認マラソンコース 

レスリング 11/12～11/13 島原工業高等学校体育館 

剣道   男・女 11/19～11/20 諫早市多良見体育館 

体操   男・女 11/27 長崎県立総合体育館メインアリーナ 

１月開催競技   

男・女 1/28～1/30 

男・女 1/28～1/30 

サッカー 1/21～1/22 

1/28～1/29 ラグビー 

２月開催競技   

駅伝 2/4 県立総合運動公園周回コース 
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体育祭成績 

【競技の部】優勝:１班 第２位:３班 第３位:４班 

【応援の部】優勝:５班 第２位:６班 第３位:３班 

■今年の文化祭「青楓祭 2016 伝統と Progress」はいかがだったでしょうか。 

 短い準備期間の中、大変だったことと思います。しかし、クラスや部で一丸

となって作り上げたものはかけがえのない思い出になったはずです。忙しい中

頑張った分、得たものは多かったことと思います。 

 台風の影響で２日目が延期となり、ハラハラする場面もありましたが、皆さ

んのご協力のおかげで無事に全プログラムを終了することができました。本当

にありがとうございました。 

文化祭実行委員長 田中 希子 

 

部活対抗リレー 

 

 

 

 

百足競走                 

男の根性                       

 

 

 

 

 

 

          これが島高だ      リレー 

 

        選手宣誓 集団行動 

 

 

 

 

 

 

       サークル 

 

 

  女の意地 

青楓祭 2016 が開催されました。 
文化部と各クラスの発表で盛り上がった文化祭。 

爽やかな秋晴れの空の下行われた体育祭。 
島高の伝統を守りつつも、いっそうの進歩を見せる 

青き楓たちの心のアルバムに新たな

■１人ひとりが全力を出し
切り、最高の体育祭となりま
した。１・２年生の皆さんは
来年・再来年に向けて頑張っ
てください。 

 

２班班長 松﨑 賢士郎 
 

■賞を取る
でしたが、今までで１番の体
育祭でした。 
最高に楽しかったです！ 
 
２班 長 松崎 凌真 

 

■この体育祭で班長として
大きな集団をまとめる難し
さを学びました。後輩の皆さ
ん、応援 皆様、
ありがとうございました。 

 

３班班長 大津 慎太郎 
 

■競技の部・応援部の両方で
入賞でき、素晴らしい成績を
残すことができました。あり
がとうございました。 

 
３班 長 橋本 卓明 

 

■何度も力不足を痛感しまし
たが、本番では班員全員のお
かげで練習以上の行進・応援
ができました。思い出に残る
体育祭となりました。 

 

４班班長 森野 泰成 
 

■応援の部は残念でしたが、
結果以上の達成感がありまし
た。自分自身もとても成長す
ることができました。 

 
４班 長 石丸 将平 

 

■大変なことも楽しいこと
もありましたが、終わって
みると最高の思い出になり
ました。 皆

 
 

６班班長 本田 真也 
 

■周囲の支 何とか
やり遂

そして本当に「理数科で
良かったな」と思  

 
６班 長 本多 雅匠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              茶道 

 

管弦楽 

 

              劇 

                     

 

 

 

合唱 

 

 

                         ダンス 

   

   

 

理数科          バザー 

             

          

 

 

 

 

                    

 

 

美術         放送 

 

 

               

 

 

 

オープニング           文芸 クラス展示 

■3年生にとっては最後の体

育祭ということもあり、班の

優勝のために奔走した数週間

でした。最後

後輩の皆さん、本当

 

５班班長 伊藤 成昭 
 

■最初は不安でしたが、リー

ダーだけでなく、全員が協力

して動いてくれたおかげで優

勝を勝ち取ることができたと

思います。感謝
 

５班 長 本多 龍平 

  
 

■初めはみんなの気持ちが

バラバラで苦労しましたが、

本番が近付くにつれてまと

まっていき、当日には桜凛団

として力を出し切れました。 
 

1 班班長 松尾 倫太郎 
 

■行進を合

応援の部の優勝を逃した

ことが悔しいですが、体育会

系クラスの強みを生かし、一

致団結して競技に挑んで優

勝することができました。 
 

1 班 長 円田 大夢 

 

  


